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「日本死の臨床研究会」開催のご報告とお礼 南部郷厚生病院
緩和ケア科部長 齋藤 俊一

昨年の12月に「日本死の臨床研究会」年次大会が新潟市朱鷺メッセで開催されました。
新潟での開催は24年ぶり2回目です。この研究会は医療者以外にも哲学者や宗教家などさまざまな職種
や立場の人が参加して、生と死について正面から率直に語り合う学術大会です。緩和ケアの領域では歴史
が長く、企業協賛を一切受けないことも特徴です。
今回のメインテーマは「ひらかれた看取りをすべての人と」でした。新潟の実行委員として参加するこ

とになり、開催2年前の2016年冬くらいから準備をしてきました。
大会初日は12月8日、新潟市に初雪が降った日でした。九州からの参加者は雪景色に喜んでおられま

したが、とくに受付とクローク担当の方々には大変なご苦労をして頂きました。参加者数は目標をゆうに
超えて3000名ほど、内容も好評だったようでおかげさまで成功裏に閉幕することができました。
今回の開催にあたって真仁会グループからはシンポジウムやポスターでの発表やたくさんのボランティ

ア参加で、文字通り大会を盛り上げて支えていただきました。この場を持ちまして皆様に厚く御礼申し上
げます。

＊前列左端が齋藤先生

医療法人社団真仁会は、公的医療機関が全くないという特殊な状況の五泉市にありながら日常の診療、
疾病予防のための検診、二次救急医療機関としての対応など、昭和44年の設立以来長きに渡って地域医
療の充実に努め公的医療機関に準ずる働きを行ってきました。しかし時代は移り変わり、医療情勢の変化、
医師不足、看護師不足等種々の問題に伴い、民間の立場で全てを担っていく事が以前より困難になってい
ます。非常に厳しい環境下にありますが「これからも続けて真仁会に地域医療を担ってほしい」という五
泉市からの要望や、住民の皆様の期待を背負い、喫緊の課題である医師確保に全力を挙げて取り組み、多
くの皆様のご支援を頂きながら、しっかりと使命を果たして行かなければなりません。
現在、新病院建設に際しご寄付を賜っておりますが、早々にご寄付を頂いた皆様に心よりお礼を申し上

げます。地域の身近な病院としてこれからも様々な場面で気軽に利用して頂けますよう努めて参ります。
結びに、新しい年が皆様にとりまして素晴らしい一年となりますよう心からお祈り申し上げます。

2019年も1ヵ月余りが過ぎ寒い日が続いておりますが皆様におかれまし
ては健やかにお過ごしの事と存じます。
新病院への移転計画はお陰様で順調です。昨年の2月に地鎮祭を行い着工

の運びとなり建設は安全に予定通りに進んでいます。このまま予定通りに進
めば、北日本脳神経外科病院と南部郷総合病院の引っ越しを年内に行い、
2020年1月に「五泉中央病院」のグランドオープンを目指しています。そ
の前後、軌道に乗るまでは皆様にもご不便をおかけする場面もあろうかと予
想されますがご理解ご協力の程お願い申し上げます。

理事長ごあいさつ 真仁会理事長 佐藤 弥生

―２―
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榛沢和彦教授は、相次ぐ災害の

被災地でエコノミークラス症候

群の検診や予防、避難所の環境

整備など各方面でご活躍です。

中越地震以来長年にわたりエコ

ノミークラス症候群のフォロー

アップ検診を行ってきました。

テレビなどメデイアにも多数出

演しています。

被災地にて小型超音波検査機器で

下肢静脈血栓の検査をする筆者



外 来 診 療 の ご 案 内 平成31年2月現在

◆外来診療を受診する際には電話でご予約するか、直接病院受付でお問い合わせください。
予め電話でご相談・ご予約いただくことをお勧めします。

南 部 郷 総 合 病 院 （TEL 0250-58-6118 FAX 0250-58-3019)

北 日 本 脳 神 経 外 科 病 院 （TEL 0250-43-8444 FAX 0250-43-8456)

＊ 2診は新患と予約外の診察となります。午後は救急のみの対応となります。

南 部 郷 厚 生 病 院 （TEL 0250-58-6111 FAX 0250-58-7300)

＊ 透析 月曜～土曜(月･水･金は夜間透析あり)

編集/発行 医療法人社団真仁会 合同広報委員会

＊ 呼吸器内科（木曜日 10:00～11:30）は在宅酸素外来です。
＊ 小児科は月・火・木・金は21:00まで急患診療します。

診 療 科 受 付 時 間 月 火 水 木 金

消化器内科 午前 8:30～11:30
田覚 健一 田覚 健一 坪井 清孝 坪井 清孝 田覚 健一

坪井 清孝 佐藤 公俊

呼吸器内科 午前
8:30～11:30

(木)10:00～11:30

吉田 欣也 篠川 真由美 野嵜 幸一郎 篠川 真由美 篠川 真由美

吉田 欣也 吉田 欣也

循環器科(予約制)
午前 8:30～11:30 大塚 英明 伊藤 正洋 大塚 英明 大塚 英明

午後 13:00～15:30 和泉 大輔

内分泌・代謝内科 午前 8:30～11:30 福武 嶺一 金子 正儀

腎 臓 内 科 午前 8:30～11:30 佐藤 信之

小 児 科
午前 8:30～11:30 小野塚 豊 小野塚 豊

小野塚 豊
岩渕 晴子

小野塚 豊
午後 14:00～17:30 山田 剛史 久保 暢大 小野塚 豊

外 科
午前 8:30～11:30

梨本 篤 篠川 主 梨本 篤 田中 亮 梨本 篤

松本 瑛生 田中 亮 松本 瑛生 松本 瑛生

午後 13:00～16:00 随時医師 随時医師 随時医師 随時医師 随時医師

胸部外科(予約制) 午後 13:00～16:00 杉本 愛

眼 科 午前
8:30～11:30 佐藤 弥生 佐藤 弥生 佐藤 弥生 第1・３・５ 斉藤 暢子 植木 智志

9:30～11:30 第2・4 佐藤 弥生

禁煙外来(予約制) 午後 14:00～15:00 大塚 英明

診 療 科 受 付 時 間 月 火 水 木 金

脳 外 科 午前
１診 8:30～11:30 森井 研 長谷川 顕士 森井 研 長谷川 顕士 佐藤 光弥

２診 8:30～11:00 温 城太郎 佐藤 光弥 佐藤 光弥 岡田 正康 齋藤 祥二

救 急
午前

随 時
温 城太郎 佐藤 光弥 佐藤 光弥 岡田 正康 齋藤 祥二

午後 森井 研 長谷川 顕士 森井 研 佐藤 光弥 長谷川 顕士

認知症外来(予約制) 午後 14：00～ 佐藤 光弥 佐藤 光弥 佐藤 光弥

頭痛外来(予約制) 午後 14：00～ 長谷川 顕士

心臓血管外科(予約制) 午後 14：00～ 第２・４ 榛沢 和彦

診 療 科 受 付 時 間 月 火 水 木 金

神 経 内 科 午前 8:30～11:30 小池 佑佳 樋口 陽 石原 智彦 安藤 昭一朗

心臓･高血圧内科 午前 8:30～11:00 柏村 健 佐藤 光希

腎 臓 内 科 午前 8:30～11:30 佐藤 信之
金子 佳賢（隔週）

佐藤 隆之 佐藤 隆之

皮 膚 科 午前 8:30～11:30 勝見 達也 安齋 理 岩井 由樹

緩和ケア内科
（入院相談）

随時 8:30～17:00 篠川 主 齋藤 俊一 篠川 主 齋藤 俊一

―４―


